
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

序章．はじめに 

 

 

 

 

 

 

  

この章は、「名取市都市計画マスタープラン

とは何か？」を解説したものです。ここでは、

本計画書の位置づけや構成、関連する上位計

画の概要などを整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ章．名取市の現状と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

この章は、名取市の現状と課題についてま

とめたものです。ここでは、名取市の人口や

産業の動き、都市づくりに係る市民意向の概

要などを記載しています。 



 

名取市都市計画マスタープラン（改訂版）の策定にあたって 
 

 

 

 

 

 

 

 

本市では、都市計画の指針となる名取市都市計画マスタープランを平成 30 年 12 月に策定し、

都市基盤の整備や地域特性に応じたまちづくりなど、都市づくりに取り組んでいます。 

 

本マスタープランから５年が経過し、近年、我が国では人口減少・超高齢化社会を迎え、感染

症の世界的な猛威など社会情勢が大きく変化する中、人々の生活様式や働き方までもが変化して

います。 

 

本市におきましても、東日本大震災からの復興完了により沿岸部は観光や産業エリア、住宅地

等として形成され、沿岸部のみならず市内の産業用地も様々な企業が進出していただいたことで

賑わいが戻りつつあります。宮城県では、既に少子高齢化社会を迎えている中にあって、本市で

は現在も、市内の開発需要が高まっており、都市計画をめぐる状況も変化しています。 

 

こうしたことを背景に、このたび、平成30年 12 月に策定した本マスタープランは、おおむね20

年後の令和20年の都市将来像を展望しており、都市の将来像「利便性と可能性を備えたこれからも

成長する都市 名取」は継続し、都市施設の整備、市街地開発事業の整備については令和２年３月に

策定した「名取市第六次長期総合計画」の計画期間を踏まえて、令和12年を目標とします。 

 

今後はこの名取市都市計画マスタープランの方針をもとに、市民の皆様と行政がともに協力し

ながらまちづくりに取り組むことで、名取市の発展を図ってまいりたいと思いますので、より一

層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

令和６年３月 

名取市長山 田 司 郎 
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Ⅰ 章  名 取 市 の 現 状 と 課 題  

１ ． 名 取 市 の 都 市 づ く り に 係 る 主 な 動 き  

●仙台空港アクセス線の開業と沿線まちづくりにより人口が増加し、商業も拡大しました。 
●沿岸部を中心に、東日本大震災の甚大な被害から復興に向けた各種事業に取り組み、現

在は復興達成を宣言しています。 
●名取中央スマートインターチェンジの整備による、杜せきのした駅周辺等へのアクセス

性が向上しました｡ 
 

◆名取市の近年の主な変化・動き 

H23．3 東日本大震災発災 

○本市における震度：震度６強 

○浸水面積：約 27km2（市域の約 28％） 

○死者：923 人（H26.3.31 時点） 

○住宅被害：2,801 件（全壊） 

○市沿岸部が壊滅的な被害を受け、沿

岸一帯が災害危険区域に指定 
 

H2８．7 仙台空港民営化 

○国管理の空港として全国で初め

て民営化され、民間の経営ノウハ

ウの導入により、空港や観光の活

性化、物流の活発化が促進 
 

H29．3 名取中央スマートインターチェンジ 

供用開始 

○杜せきのしたの近接地に名取中

央スマートインターチェンジを

整備 

 

H30．12 名取駅前地区市街地再開発事業の完了 

〇名取駅前に図書館、公民館、商業

施設、マンションからなる複合施

設の整備により、にぎわいが創出 
 

R２．３ 名取市復興達成宣言 

〇防災集団移転促進事業（閖上地

区、下増田地区）、集団移転先整

備（美田園北地区）、復興公営住

宅整備事業等の完了 
 

R3．２ 仙台空港の運用 24 時間化が決定 

〇東北ではじめての 24 時間空港と

して利便性の向上、旅客数の増加

に期待 

 
 

  

資料：名取市ホームページ

資料：仙台国際空港ホームページ

資料：宮城県ホームページ 
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2． 名 取 市 の 現 状 ・ 特 性  

(１)人口 

●国勢調査によると、本市の人口は令和 2 年(2020 年)現在 78,718 人で東日本大震災以降、増

加傾向にあります。 

●令和 2 年(2020 年)の老年人口比率は 23％で増加傾向にあり、高齢化が進行していますが、

宮城県平均（28％）に比べ低くなっています。 

●令和 2 年(2020 年)の年少人口比率は 15％で横ばい傾向にあります。 

●令和 2 年(2020 年)の人口動態は、社会増が 533 人、自然減が 75 人で、平成 30 年(2018 年)

以降、社会増、自然減の傾向にあります。 

 

◆名取市の年齢３区分別人口 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

◆名取市の人口動態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：名取市統計書 

11,552  11,774  10,991  11,147  11,966  11,872 

42,832 45,639 45,795 48,042 48,807 46,770

7,609
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15,895 17,878

61,993
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資料：国勢調査 
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●市街化区域内では名取が丘、ゆりが丘、那智が丘、閖上で老年人口比率が高く、杜せき

のした、美田園、相互台東、愛の杜、愛島郷、愛島台等の比較的新しい住宅団地で老年

人口比率が低くなっています。 
●市街化調整区域は、市街化区域に比べ全体的に老年人口比率が高い状況です。 

 
◆地区別老年（65 歳以上）人口比率（R2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
◆地区別老年（65 歳以上）人口比率増減（H27～R2） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

出典：国勢調査 

出典：国勢調査 

Ⅰ章　名取市の現状と課題
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出典：国勢調査 

出典：国勢調査 
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(２)産業 

●本市の従業人口は令和 2 年(2020 年)現在 32,153 人であり、増加傾向にあります。 

●特に第 3 次産業の従業人口が増加傾向にありますが、一方で第 1 次産業の従業人口は後

継者不足等を背景に大きく減少しています。また、第 2次産業の従業人口は横ばいで推

移しています。 

●昼夜間比率は 0.89 で、仙台市を中心とした他市町村に就業の場を依存しています。 

●令和 2 年(2020 年)の製造品出荷額等は 962 億円となっており、東日本大震災により大幅

に減少しましたが、近年は回復傾向にあります。 

●本市は、仙台空港や仙台東部道路のほか、国・県道も含めた広域的な交通網が充実して

おり、これを活かした工業・流通機能や商業機能が立地しています。 
 

◆従業人口の推移（第１次、２次、３次産業別） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※昼夜間比率＝従業人口/就業人口 
従業人口とは、本市の中で働いている人口(市外の人口を含む) 
就業人口とは、本市に住んでいる人口のうち働いている人口 

◆製造品出荷額等の推移 
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資料：工業統計調査 

資料：国勢調査 

2,053 2,027 1,439 1,222 1,111

8,444 7,351 7,184 7,904 7,720

21,973 22,867 23,659 25,707 26,548

4,151 3,032 2,976
3,198 3,226

28,319 29,213 29,306
31,635 32,153
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10 

◆本市の広域的な交通網と商業用地、工業・運輸用地の分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

資料：令和３年度仙塩地区都市計画基礎調査、国土数値情報 

Ⅰ章　名取市の現状と課題
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◆本市の広域的な交通網と商業用地、工業・運輸用地の分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

資料：令和３年度仙塩地区都市計画基礎調査、国土数値情報 
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(３)都市機能分布 

●本市の医療施設の徒歩圏人口カバー率は 78.3%で、全国平均（70％）より高く、医療サ

ービスを受けやすい環境にあります。 

●本市の商業施設の徒歩圏人口カバー率は 66.4%で、全国平均（50％）より高く、商業サ

ービスを受けやすい環境にあります。 
●医療施設、商業施設とも市街化区域の大部分を徒歩圏に含めており、本市の生活利便性

の高さを支えています。 
 

◆医療施設の徒歩圏域の状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆商業施設の徒歩圏域の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

資料：人口は国勢調査、医療施設は宮城県医療機能情報提供システム 

資料：人口は国勢調査、商業施設は Mapion 

12 

持ち家がある
交通の便が

良い
住環境がよい

長年住んでいて

愛着がある

買い物などに

便利

自然環境が

良い

増田
1

(61.4%)

2
(49.5%)

4
(30.9%)

3
(37.3%)

5
(20.9%)

­
(9.7%)

増田西・

名取が丘
1

(60.2%)

2
(41.2%)

3
(31.3%)

4
(30.6%)

5
(25.1%)

­
(17.5%)

館腰
1

(60.9%)

4
(24.1%)

2
(32.2%)

3
(32.2%)

5
(21.8%)

5
(21.8%)

閖上
1

(50.0%)

­
(7.1%)

2
(28.6%)

1
(50.0%)

­
(7.1%)

3
(21.4%)

下増田
1

(50.0%)

5
(26.0%)

2
(42.0%)

4
(28.0%)

3
(36.0%)

­
(8.0%)

高舘
1

(68.6%)

­
(14.4%)

3
(32.2%)

4
(18.6%)

5
(15.3%)

2
(35.6%)

愛島
1

(69.2%)

­
(11.5%)

3
(32.7%)

4
(26.9%)

­
(11.5%)

2
(34.6%)

３ ． 市 民 意 向  

市民意向として、平成 21 年及び平成 30 年に実施した名取市総合計画策定のための市

民意識調査、平成 27 年に実施した地方創生に関するアンケート調査の結果を用い、居

住意向や居住意向の背景・理由について整理します。 
 

(１)居住意向 

震災前の平成 21年（2009 年）では、

市全体の約７割が「住み続けたい」ま

たは「どちらかというと住み続けたい」

と回答しており、震災後の平成 27 年

(2015 年)、平成 30 年(2018 年)は、約

８割以上まで増加しています。 
 
 
 
 
 
 

(２)住み続けたい理由 

全地域に共通して「持ち家がある」

ことが、住み続けたい理由として最も

多く挙げられています。 
これに次いで、増田地域、増田西・

名取が丘地域では「交通の便が良い」、

館腰地域、閖上地域、下増田地域では

「住環境がよい」、高舘地域、愛島地

域では「自然環境が良い」が挙げられ

ています。 
 

(３)住み続けたくない理由 

住み続けたくない理由として、増田

西・名取が丘、館腰、閖上、下増田、

高舘、愛島では「道路事情や交通の便

が悪い」が最も多く挙げられています。 
これに次いで、「買い物などに不便」

や「近所づきあいなどが面倒」、「保

健・医療分野のサービスや施設が不十

分」などが多く挙げられています。 
 
  

◆住み続けたくない理由(順位) 

資料：地方創生に関するアンケート調査（H27） 

◆住み続けたい理由(順位) 

注：名取市総合計画策定のための市民意識

調査（H30）における選択肢「市内の別

な場所で住み続けたい」は、「どちらか

というと住み続けたくない」に含めて

集計しています。 
資料：地方創生に関するアンケート調査（H27） 

名取市総合計画策定のための市民意識調査（H21,30）

◆居住意向 

資料：名取市総合計画策定のための市民意識調査（H30） 

買い物などに

不便

道路事情や交

通の便が悪い

地域の行事や

近所づきあい

などが面倒

子どもの保育・

教育のことが

心配

保健・医療分野

のサービスや

施設が不十分

文化施設など

が不十分

増田
3

(25.0%)

2
(43.8%)

3
(25.0%)

­
(6.3%)

­
(0.0%)

4
(18.8%)

増田西・

名取が丘
5

(17.9%)

1
(39.3%)

3
(28.6%)

5
(17.9%)

3
(28.6%)

3
(28.6%)

館腰
2

(41.7%)

1
(50.0%)

3
(33.3%)

3
(33.3%)

3
(33.3%)

4
(25.0%)

閖上
2

(71.4%)

1
(85.7%)

3
(42.9%)

­
(0.0%)

3
(42.9%)

5
(14.3%)

下増田
4

(21.4%)

1
(42.9%)

5
(14.3%)

3
(28.6%)

4
(21.4%)

5
(14.3%)

高舘
2

(63.6%)

1
(85.7%)

­
(14.3%)

­
(11.7%)

3
(32.5%)

­
(16.9%)

愛島
2

(59.1%)

1
(77.3%)

3
(36.4%)

­
(18.2%)

4
(31.8%)

­
(13.6%)
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(３)都市機能分布 

●本市の医療施設の徒歩圏人口カバー率は 78.3%で、全国平均（70％）より高く、医療サ

ービスを受けやすい環境にあります。 

●本市の商業施設の徒歩圏人口カバー率は 66.4%で、全国平均（50％）より高く、商業サ

ービスを受けやすい環境にあります。 
●医療施設、商業施設とも市街化区域の大部分を徒歩圏に含めており、本市の生活利便性

の高さを支えています。 
 

◆医療施設の徒歩圏域の状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆商業施設の徒歩圏域の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

資料：人口は国勢調査、医療施設は宮城県医療機能情報提供システム 

資料：人口は国勢調査、商業施設は Mapion 
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持ち家がある
交通の便が

良い
住環境がよい

長年住んでいて

愛着がある

買い物などに

便利

自然環境が

良い

増田
1

(61.4%)

2
(49.5%)

4
(30.9%)

3
(37.3%)

5
(20.9%)

­
(9.7%)

増田西・

名取が丘
1

(60.2%)

2
(41.2%)

3
(31.3%)

4
(30.6%)

5
(25.1%)

­
(17.5%)

館腰
1

(60.9%)

4
(24.1%)

2
(32.2%)

3
(32.2%)

5
(21.8%)

5
(21.8%)

閖上
1

(50.0%)

­
(7.1%)

2
(28.6%)

1
(50.0%)

­
(7.1%)

3
(21.4%)

下増田
1

(50.0%)

5
(26.0%)

2
(42.0%)

4
(28.0%)

3
(36.0%)

­
(8.0%)

高舘
1

(68.6%)

­
(14.4%)

3
(32.2%)

4
(18.6%)

5
(15.3%)

2
(35.6%)

愛島
1

(69.2%)

­
(11.5%)

3
(32.7%)

4
(26.9%)

­
(11.5%)

2
(34.6%)

３ ． 市 民 意 向  

市民意向として、平成 21 年及び平成 30 年に実施した名取市総合計画策定のための市

民意識調査、平成 27 年に実施した地方創生に関するアンケート調査の結果を用い、居

住意向や居住意向の背景・理由について整理します。 
 

(１)居住意向 

震災前の平成 21年（2009 年）では、

市全体の約７割が「住み続けたい」ま

たは「どちらかというと住み続けたい」

と回答しており、震災後の平成 27 年

(2015 年)、平成 30 年(2018 年)は、約

８割以上まで増加しています。 
 
 
 
 
 
 

(２)住み続けたい理由 

全地域に共通して「持ち家がある」

ことが、住み続けたい理由として最も

多く挙げられています。 
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これに次いで、「買い物などに不便」

や「近所づきあいなどが面倒」、「保

健・医療分野のサービスや施設が不十
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◆住み続けたくない理由(順位) 

資料：地方創生に関するアンケート調査（H27） 

◆住み続けたい理由(順位) 

注：名取市総合計画策定のための市民意識

調査（H30）における選択肢「市内の別

な場所で住み続けたい」は、「どちらか

というと住み続けたくない」に含めて

集計しています。 
資料：地方創生に関するアンケート調査（H27） 

名取市総合計画策定のための市民意識調査（H21,30）

◆居住意向 

資料：名取市総合計画策定のための市民意識調査（H30） 

買い物などに

不便

道路事情や交

通の便が悪い

地域の行事や

近所づきあい

などが面倒

子どもの保育・

教育のことが

心配

保健・医療分野

のサービスや

施設が不十分

文化施設など

が不十分

増田
3

(25.0%)

2
(43.8%)

3
(25.0%)

­
(6.3%)

­
(0.0%)

4
(18.8%)

増田西・

名取が丘
5

(17.9%)

1
(39.3%)

3
(28.6%)

5
(17.9%)

3
(28.6%)

3
(28.6%)

館腰
2

(41.7%)

1
(50.0%)

3
(33.3%)

3
(33.3%)

3
(33.3%)

4
(25.0%)

閖上
2

(71.4%)

1
(85.7%)

3
(42.9%)

­
(0.0%)

3
(42.9%)

5
(14.3%)

下増田
4

(21.4%)

1
(42.9%)

5
(14.3%)

3
(28.6%)

4
(21.4%)

5
(14.3%)

高舘
2

(63.6%)

1
(85.7%)

­
(14.3%)

­
(11.7%)

3
(32.5%)

­
(16.9%)

愛島
2

(59.1%)

1
(77.3%)

3
(36.4%)

­
(18.2%)

4
(31.8%)

­
(13.6%)
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４ ． 名 取 市 を 取 り 巻 く 社 会 動 向  
(１)社会の少子化・高齢化への対応 

国では、長期的に我が国の人口を一定水準に保つために、大都市から中小都市におい

て、少子化対策を推進することを目指しています。現在の名取市は、県内の他自治体か

ら比べると顕著な少子化の傾向はみられないものの、長期的な視点において人口減少を

抑制させるためには、都市づくりにおいても、少子化対策に取り組んでいく必要があり

ます。また、全国的に高齢化が進行する中、宮城県においても高齢化が進行している状

況がみられます。本市の高齢者人口の増加は他市町より比較的緩やかですが、今後も高

齢者人口の増加は進むものと予測されており、その見通しに応じた都市づくりに取り組

んでいく必要があります。 
 
(２)コンパクト＋ネットワークの必要性 

一般的には、人口減少下において、生活に必要なサービスの提供が困難になるなどの

問題が顕在化するおそれがあります。これに対応するため、国では居住機能及び都市機

能の集約化とともに、公共交通のネットワーク化により、都市サービスを享受できる都

市構造への転換を推進しています。 
人口増加が続いている本市においても、都市計画として将来の人口減少を見据えた都

市構造を検討していく必要があります。 
 
(３)強靱な国土づくりへの取組の推進 

近年、全国的に多発している大規模な災害を背景として国民の災害に対する関心が高

まっており、災害が発生しても人命・財産を守る、災害に強い国土づくりが求められて

います。国では、「強くしなやかな国民生活の実現を図るための防災・減災等に資する

国土強靱化基本法」に基づき、平成 26 年（2016 年）に「国土強靱化基本計画」を策定

し、国土強靱化への取組を推進しています。 

本市においては、洪水や津波（宮城県が令和４年（2022 年）に公表した「最大クラス

の津波が悪条件下で発生した場合の浸水」）により市街地の広範囲で浸水が想定されて

おり、自然災害への対策が必要となっています。 
 
(４)都市間競争の激化 

多くの自治体が人口の流出傾向にある中、首都圏等の一部の自治体は人口増加が続い

ているとともに、観光においても魅力的な自治体に人が集まっています。交通や情報技

術の発達により、人・モノ・情報がより広範囲に短時間で行き交う現代において、より

魅力ある都市・地域に定住人口や交流人口、関係人口が引き寄せられる状況が全国的に

進んでいます。 
このような都市間競争下において、都市の活力の源である定住人口・交流人口・関係

人口を確保するため、各自治体では、より魅力的な「選ばれる都市・地域」をつくるた

めの努力が求められています。 

14 

 
(５)観光産業への期待 

令和２年（2020 年）からの新型コロナウイルス感染症の拡大により、インバウンド需

要の消失、行動制限により国内旅行も大きく減少するなど、観光関連産業は大きな影響

を受けましたが、令和５年（2023 年）以降、新型コロナウイルス感染症の落ち着きによ

り、インバウンド需要等の観光産業に係る需要が回復しつつあります。 

本市においては、閖上地区のレクリエーション拠点の整備が完了し、令和３年には仙

台空港の運用時間 24 時間化が決定されたことから、これまで以上の観光客の訪問、滞

在が期待されます。あわせて、コロナ禍で変化した旅行ニーズの変化へ柔軟に対応して

いくことが必要です。 
 

(６)社会資本の老朽化 

我が国において、高度経済成長期以降に集中的に整備されたインフラの老朽化が深刻

であり、今後、インフラの計画的な維持管理・更新による、ライフサイクルコストの縮

減・平準化を図ることが求められています。 
本市においても、名取市公共施設等総合管理計画に基づいた道路、下水道、公共施設

の維持管理・更新に取り組む必要があります。 

 
(７)脱炭素社会の実現に向けた取組 

近年、地球温暖化が原因とされる気候変動の影響により、国内外で大規模な自然災害

が発生しており、深刻な問題となっています。このような背景の下、令和２年（2020 年）

に政府は、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボンニュー

トラルを目指すことを宣言しました。 

本市においても令和３年（2021 年）に「名取市ゼロカーボンシティ宣言」を表明し、

2050 年までに二酸化炭素排出の実質ゼロに向け取り組んでいます。 

 
(８)デジタル社会の実現に向けた取組 

国では、令和４年（2022 年）に「デジタル田園都市国家構想」を掲げ、デジタル技術

の活用により、地方が抱える人口減少や少子高齢化、東京圏への一極集中等の社会課題

の解決や、地域の魅力向上を図っています。 

都市づくりの分野においても、ビッグデータの活用、スマートモビリティや MaaS の

導入等のデジタル技術の活用が進められています。 
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４ ． 名 取 市 を 取 り 巻 く 社 会 動 向  
(１)社会の少子化・高齢化への対応 

国では、長期的に我が国の人口を一定水準に保つために、大都市から中小都市におい

て、少子化対策を推進することを目指しています。現在の名取市は、県内の他自治体か
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近年、全国的に多発している大規模な災害を背景として国民の災害に対する関心が高
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し、国土強靱化への取組を推進しています。 

本市においては、洪水や津波（宮城県が令和４年（2022 年）に公表した「最大クラス

の津波が悪条件下で発生した場合の浸水」）により市街地の広範囲で浸水が想定されて

おり、自然災害への対策が必要となっています。 
 
(４)都市間競争の激化 

多くの自治体が人口の流出傾向にある中、首都圏等の一部の自治体は人口増加が続い

ているとともに、観光においても魅力的な自治体に人が集まっています。交通や情報技

術の発達により、人・モノ・情報がより広範囲に短時間で行き交う現代において、より

魅力ある都市・地域に定住人口や交流人口、関係人口が引き寄せられる状況が全国的に

進んでいます。 
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(５)観光産業への期待 

令和２年（2020 年）からの新型コロナウイルス感染症の拡大により、インバウンド需

要の消失、行動制限により国内旅行も大きく減少するなど、観光関連産業は大きな影響

を受けましたが、令和５年（2023 年）以降、新型コロナウイルス感染症の落ち着きによ

り、インバウンド需要等の観光産業に係る需要が回復しつつあります。 

本市においては、閖上地区のレクリエーション拠点の整備が完了し、令和３年には仙
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減・平準化を図ることが求められています。 
本市においても、名取市公共施設等総合管理計画に基づいた道路、下水道、公共施設

の維持管理・更新に取り組む必要があります。 
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５ ． 名 取 市 の 都 市 づ く り の 特 徴 ・ 強 み  
名取市の現状・特性、市民意向、名取市を取り巻く社会動向を踏まえ、本市の都市づ

くりの特徴・強みを整理します。 
 

(１)商業・医療・教育・文化等の高次都市機能の集積 

本市は大型商業施設やがんセンター、大学など、商業・医療・教育・文化等の様々な

分野において、市域を越えた広域圏をサービス対象とした高次の都市機能が立地してお

り、仙台市以南の都市活動を支える重要な役割を担っています。さらに、宮城県では地

域医療構想の中で新たな地域医療支援病院の建設を本市内に計画しています。 
 

(２)住みやすい都市環境 

本市は、医療施設や商業施設、公共交通の徒歩圏人口カバー率が高く、多くの市民が

歩いて暮らすことができる、利便性の高い都市環境が形成されています。こうした点な

どを背景に、本市市民を対象としたアンケートによると、約８割が住み続けたいと回答

しており、多くの市民が住みやすさを実感しています。 
 
(３)人口増加とバランスの良い人口構成 

全国的に人口減少が進展している中、本市を含む仙台都市圏の一部自治体では堅調に

人口が増加しており、本市においては平成 23 年（2011 年）の震災以降、約 6,500 人が

増加しています。 

また、本市の令和５年（2023 年）の人口構成では、15 歳未満が約 15％、15 歳から 64

歳が約 62％、65 歳以上が約 23％と、全国的に少子高齢化が進展している中で、比較的

バランスの良い人口構成となっています。 

 
(４)災害に強い都市構造 

東日本大震災により大きな被害を受けた閖上地区を含む沿岸地域においては、ハード

整備による復興事業が完了し、地盤の嵩上げや多重防御による災害に強いまちづくりが

なされています。 
また、災害危険区域の指定や避難マニュアルの策定などのソフト対策による被害軽減

対策にも取り組んでいます。 
さらに、洪水に備えたダム整備や河川改修などの基幹的防災インフラの整備や内水排

除のための下水道整備にも力を入れています。 

 

(５)国際的、広域的な交通網の充実 

本市は、国土軸の交通の基幹である仙台東部道路と、これにアクセスする名取インタ

ーチェンジ及び仙台空港インターチェンジを有しています。さらに、名取中央スマート

インターチェンジが整備され、広域的な交通網へのアクセス性が高まってきています。 
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加えて、東北の玄関口となる仙台空港が立地しており、世界へアクセスしやすい環境

を有しています。また、令和３年（2021 年）には仙台空港の運用 24 時間化が決定され、

さらなる観光誘客や広域交通網を活かした産業基盤の整備等、活性化が期待されます。 

この他、本市はＪＲ東北本線及び仙台空港アクセス線が整備されており、特に、運行

頻度の高いＪＲ東北本線が乗り入れ、市街地中心に位置する名取駅は通勤・通学のため

の拠点駅として利用されています。また、乗り合いバスも名取駅を起点として運行して

おり、市全域から鉄道を利用しやすい、充実した公共交通網を形成しているとともに、

市民が利用しやすい公共交通として使いやすさの向上を目指し、デマンド交通を導入し

ています。 
 

６ ． 名 取 市 の 都 市 づ く り の 課 題  

名取市の現状・特性、市民意向、名取市を取り巻く社会動向を踏まえ、本市の都市づ

くりの課題を整理します。 
 

(１)本格的な少子・超高齢化社会に備えたまちづくり 

全国的に少子・超高齢化に移行している中で、現状において本市は、人口微増の傾向

にあるものの、近い将来には本格的な少子・超高齢化に移行するものと想定されます。 
そうした状況に備え、将来に渡り持続性のある「まちづくり」に早期に取り組んでい

く必要があります。 
 
(２)開発需要に対応したまちづくり 

住宅需要が旺盛な仙台都市圏の中で、本市は、居住環境の良さなどから、名取駅周辺

や杜せきのしたなどの駅周辺において住宅需要が底堅いものの、現状では、それら需要

に応えられる住宅地が不足しています。 
また、交通利便性の良さなどから、産業立地の需要も活発ですが、産業用地の空きが

僅かであり、不足している状況にあります。 
これらを踏まえ、開発需要に対応した住宅用地や産業用地を確保していく必要があり

ます。 
 
(３)計画的で秩序あるまちづくり 

市街化区域と市街化調整区域を有する本市においては、歴史的背景から市街化調整区

域内に既存集落が点在しています。これらの中には、隣接市街地の影響により都市化が

進んでいる地区もあり、こうした地区の市街化区域への編入のための検討を早急に進め

る必要があります。一方、当面、面的な開発が見込まれない地域の集落については、将

来に渡り生活環境が維持できる計画的で秩序あるまちづくりのための検討が必要です。 

  

Ⅰ章　名取市の現状と課題
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(４)市民が生活利便サービスを享受しやすいまちづくり 

本市は、住みやすく、比較的生活利便性が高いとの評価を得ているものの、地域によ

っては歩いて行ける範囲に生活利便サービスが不足している地域が見られ、住民意向で

も生活利便性を求める声が見られます。市民が医療や商業等の生活利便サービスを享受

しやすい環境を整えていくことが必要です。 
 
(５)観光資源を活用したまちづくり 

本市は、「熊野三社」や「雷神山古墳」等の歴史的観光資源に加え、「名取市サイクル

スポーツセンター」や「かわまちてらす閑上」等の観光・レクリエーション施設を有し

ています。こうした名取市固有の観光資源を活用し、本市の魅力向上を図り、交流人口

を拡大する取組が必要です。 
 
(６)環境に配慮した都市づくりの推進 

全国的に脱炭素社会の実現に向けた取組が進められており、本市においても令和 3 年

に「名取市ゼロカーボンシティ宣言」を表明し、2050 年までに二酸化炭素の排出量実質

ゼロに向け取り組んでいます。 
このような社会は、一国や一地域が単独で取り組んでも実現できるものではなく、地

球上の全ての国、地域、都市、人々が取り組むことで実現するものです。本市の都市づ

くりにおいても、地球社会の一員として、環境負荷の低減や自然との共生に取り組むこ

とが必要です。 
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Ⅱ 章  全 体 構 想  

１ ． 基 本 構 想  

(1)  都 市 の 将 来 像  

名取市第六次長期総合計画においては、『愛されるふるさと なとり ～共に創る 未来へ

つなぐ～』を将来像として掲げ市政運営の方向を示しています。これは、名取市に愛着を持

ち、このまちに住んでいること、このまちで活動していることを誇りに思えるような雰囲気

を、行政だけでなく、多様な主体と協働しながら共に創り上げることでまちが一つになり、

未来へとつないでいくことで、名取市に人が定住し、企業が定着し、さらに人と企業を誘う

持続的に発展する名取市につなげたいという思いを込めたものです。 
名取市都市計画マスタープランでは、この将来像の実現に向けて「いきいきとした暮らし」

を支える「豊かな都市づくり」、「魅力に満ちあふれた活力と交流」を創造する「飛躍する都

市づくり」、「安全・安心」な地域社会、都市環境を保持する「持続的な都市づくり」を基本

目標として、都市づくりを推進していきます。 
そして、将来的な少子高齢化の進行や産業発展等の都市づくりの課題を克服しながら、利

便性、住みやすさ等の特徴・強みを活かし、仙台空港や仙台東部道路等の世界と仙台・東北

を結ぶポテンシャルを発揮するものとして『利便性と可能性を備えた これからも成長する

都市 名取』を都市の将来像として設定し、市民との協働によりこれを目指していきます。 
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